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環境レビュー結果 

 

(1) 照会番号 

１１－０２８ 

 

(2) プロジェクト名 

LNG プロジェクト 

 

(3) 実施場所 

オーストラリア連邦 西オーストラリア沖合及び北部準州 

 

(4) プロジェクト概要 

天然ガスの開発及び天然ガス液化施設の建設等 

 

(5) カテゴリ分類 

カテゴリ A 

 

(6) カテゴリ分類の根拠 

本件は、環境ガイドラインに示される大規模な石油・天然ガス開発、パイプライン、

石油・ガス・化学ターミナル、火力発電、及び港湾セクターに該当し、影響を及ぼし

やすい特性及び影響を受けやすい地域を伴うため。 

 

(7) 環境許認可 

現地国環境関係制度に基づき環境影響評価報告書が作成され、連邦政府の環境・持続

可能性・水資源・人口・地域社会省（Department of Sustainability, Environment, Water, 

Population and Communities）、北部準州（Northern Territory）の天然資源・環境・芸

術・スポーツ省（Department of Natural Resources, Environment and the Arts and 

Sports）及び計画省（Planning Ministry） から承認を取得している。 

 

(8) 汚染対策 

大気質、水質、騒音の計画値は国際基準等を概ね満足する見込みである。その他の汚

染対策も適切に講じられる。 

 



(9) 自然環境面 

プロジェクトサイト内に保護区は設定されていない。プロジェクトサイト周辺海域に

はサンゴ群落が存在するが、サンゴ礁が破壊されることはなく、プロジェクト実施に

よる重大な影響は予見されない。サイト周辺陸域ではマングローブ林等を含む植生が

一部伐採されるが、影響軽減のため、事業者による植林等の適切な対策が講じられる。 

 

(10) 社会配慮面 

本プロジェクトは、非自発的住民移転等を伴わない。プロジェクトサイト陸域に先住

民族に関する文化遺産が存在するが、先住民族とも協議の上で適切な保全対策が検討

されており、プロジェクトによる重大な影響は予見されない。 

 

(11) 適用国際基準 

     IFC パフォーマンススタンダード（Performance Standard） 

 

(12) その他（モニタリング等） 

現地国法令に基づいた大気質、水質、騒音、生態系（サンゴなど）等に関するモニタ

リングを実施するべく、事業者等関係者により工事の進捗にあわせて必要なモニタリ

ング計画が作成される予定である。 

 

 

以 上 












